
博多湾環境保全計画（第三次）素案の概要 

１ 計画策定の趣旨 

第二次博多湾環境保全計画（計画期間：2016(平成 28)年度～2024(令和６)年度）では、

市民、事業者、行政などの連携・共働による水質改善や干潟保全活動等により、生きものの 

生息・生育環境及び親水空間の確保が図られたが、夏季の貧酸素水塊の発生や、海藻養殖に

必要な冬季の栄養塩（リン）不足などが課題となっている。 

国の動向にも柔軟に対応しつつ、多様な主体や世代がそれぞれの強みを活かしつながり、 

博多湾の環境保全の取組みを推進することで、博多湾の恵みを将来にわたって享受し、かつ、

生きものが健全に生息・生育する環境を未来につなぐことをめざし、第三次博多湾環境保全 

計画を策定するもの。 

２ これまでの経緯と今後の予定 

2024（令和６）年２月に計画策定に着手したことを報告し、学識経験者、漁業者代表、市民

団体、事業者、関係行政機関により構成される「博多湾環境保全計画推進委員会」で検討を 

進めてきたところであり、今般、計画の素案を策定した。 

３ 計画の位置づけ 

○福岡市環境基本条例に基づく福岡市環境基本計画の部門別計画

○博多湾の環境保全施策に対する本市の基本的方向を示す計画であり、博多港港湾計画、

博多湾流域別下水道整備総合計画、福岡市水産業総合計画と連携を図る

４ 計画の対象期間 

上位計画の福岡市環境基本計画 （第四次）との整合を図り、2025 （令和７）年度から

2034（令和 16）年度までの 10 年間 
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５ 博多湾の新・将来像と視点 

“生きものの育みと恵みを未来につなぐ豊かな博多湾” 

・視点１ 適切な水質保全 

・視点２ 生きものの生活史を通した環境保全 

・視点３ 事業者など多様な主体との連携 

・視点４ 脱炭素・循環経済・生物多様性の統合的推進 

・視点５ 市民のウェルビーイングの向上 

 
 

６ 基本的方向・計画目標像・主な施策・指標・目標 

 
 

７ 計画の進行管理 

〇「博多湾環境保全計画推進委員会」による評価を踏まえ、PDCA サイクルにより計画を推進 

〇水質、底質、生物等について、これらの変動を規定する気象や海況などとあわせて計画的な 

モニタリングを実施 




